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ド
レ
ヴ
シ
ヤ
ア
の
「
農
業
経
済
属
?
と
農
村
枇
台
半
」

ド
レ
ツ
シ
ヤ
ア
の
「
農
業

経
済
皐
と
農
村
枇
曾
皐
」

IJI 

|崎

:ll~ 

古住

本
稿
は
倒
仇
曜
の
民
栄
糾
例
制
叩
者
レ
オ
・
ド
レ
V

シ

ヤ

ア

町

「

向
U
L

菜
料

比
T

桝
与
と
低
利
社
合
同
年
L
m
u
U和
A
ー
で
あ
る
ο
本
請
は
小
事
で
は
あ
る
が
陸

業
枇
A

官
庁
科
皐
に
於
け
る
湖
、
米
爾
間
帯
汲
の
興
味
深
き
畢
読
史
的
比
較
研

究
で
あ
る
。
併
し
蕊
で
は
其
の
前
篇
た
る
農
業
紹
済
閣
申
の
部
分
を
忠
貨

に
紹
介
す
る
に
止
め
る
。

本
蓄
に
於
け
る
著
者
の
意
同
は
、

具
四
間
的
に
は
精
逸
の
所
詰

「
農
業
政
策
L

の
教
義
領
域
及
び
研
究
領
域
と
、

と
れ
に
相
官
す

る
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
諸
国
(
特
に
米
闘
)

の
皐
読
と
を
比
較
す

共
の
際
外
国
的
た
る
差
異
よ
り
も
寧
る
そ
の
背

後
に
る
る
精
神
的
活
動
、
精
神
的
流
れ
を
よ
り
重
要
視
し
て
ゐ

る
に
あ
る
が
、

る。Y

先
づ
米
関
の
農
業
経
済
閣
T

は
僅
か
三
・
四
十
年
の
問
に
驚
く

べ
き
澗
自
の
後
展
を
遂
げ
た
が
、
最
初
は
純
粋
に
粧
笹
山
般
的
に

第
四
十
九
巻

五
二
六

害事

就

O 

生
産
費
問
題
を
中
心
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
た
。

へ
イ
、

ス
ピ
ル

マ
ン
、

ワ
レ
ン
等
を
代
表
者
と
す
る
各
州
立
大
撃
で
の
研
究
が

盛
に
し
て
、
所
制
記
帳
又
は
聴
取
式
調
査
方
法
(
量
2
4
E
E
Z
L
)

工
子
J
K
1
こ
;
、

4
M
f
r
1
l
j
d
/
カ

こ
の
前
任
研
筑
は
一
般
経
州
事
的
祉
に
農
業

技
術
的
視
結
に
立
つ
よ
り
も
、
市
川
r

ろ
農
場
経
替
m
学
的
観
射
や
ら
中

心
と
し
て
、
所
得
、
利
潤
、
資
本
投
下
、
絞
倍
組
織
等
の
研
究

に
限
定
せ
ら
れ
た
。
然
る
に
一
八
九

0
年
代
の
農
業
恐
慌
を
契

機
と
し
て
、
農
業
を
枇
舎
粧
品
川
事
的
に
研
究
せ
ん
と
す
る
、
テ

イ
ラ

1

、
カ

1
パ
ー
を
中
心
と
す
る
一
一
撃
汲
が
現
は
れ
、
農
業

経
消
息
ナ
(
〉
問
『
M
E
]
F
E
E
F
3
5
E
2
)
は
経
務
事
の
一
部
門
と
し
て

総
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
山
知
に
於
で
農
業
経
持
率
E
t
農
業
経
済

事
と
の
鋭
い
針
立
が
生
じ
、
後
者
は
農
業
販
曹
三
剛
、
農
業
債
格

論
、
土
地
経
済
墜
を
も
包
擁
す
る
に
至
り
、
前
者
の
濁
自
の
地

位
は
喪
失
し
た
。
併
し
農
業
省
農
業
経
済
局
B
E
E
p
d
o『

kptー

自
己

-=EH
】

h
E
5
2己
』
ま
)

の
斡
旋
に
よ
り
雨
者
は
統
一
せ
ら
れ
て
、

農
弐
経
済
問
品
干
の
概
念
は
棋
大
し
、
更
に
農
業
史
及
び
農
業
品
川
迎

墜
を
も
共
の
一
部
門
と
し
て
採
り
入
れ
た
c

か
ミ
る
庚
義
の
米

図
的
串
干
汲
た
る
農
学
一
粧
術
的
晶
子
に
於
て
は
「
粧
情
的
円
的
定
立
」
が
強

Leo Drescher: Agralokonomik und Agralsoziologie U1.)er die Aufgaben und 
Grenzen der Agralmisseusch.afteu， 1937・

保)



調
さ
れ
、

生
産
要

農
業
経
叩
悼
の
昆
も
重
要
な
る
経
内
問
題
は
、

素
た
る
土
地
・
地
汗
働
及
び
資
本
を
如
何
に
す
れ
ば
最
も
妓
果
的

に
組
合
し
得
る
か
と
い
ふ
こ
と
で
る
り
、

古
典
型
汲
及
び
新
古

典
準
汲
の
拍
製
的
研
究
方
法
の
結
川
市
に
誌
い
て
研
究
針
州
棋
を
経

済
問
題
に
の
み
限
定
し
た
。

と
れ
米
関
弘
氏
の
一
特
伐
に
し
て
、

こ
の
率
一
棋
は
問
題
宇
一
経
内
部
副
に
の
み
限
定
し
、

経
済
外
的
斐

市
南
は
全
く
之
を
畑
一
叫
し
、

従
っ
て
聞
は
業
政
策
に
つ
い
て
は
論
じ

泣
い
。

経
丸
内
外
的
問
題
は
松
岡
的
耐
祉
に
よ
っ
て
容
易
に
解
決

L
問
る
と
精
一
倍
し
た
の
で
あ
る

突
い
で
持
者
は
側
海
↑
μ
民
け
る
淀
川
花
松
尚
早
の
刊
川
低
迷
を
崎
漣

ず
る
。

期
間
干
は
籾
逸
に
於
て
も
先
づ
絞
れ
凸
問
中
と
し
て
設
建
し
、

共
の
端
初
は
速
く
中
世
に
ふ
工
で
湖
る
が
、

之
を
科
型
的
に
必
礎

付
け
た
の
は
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
・
テ

1
7
で
あ
っ
て
、
被
は
「
盟
主

へは

の
佐
治
に
し
て
貨
幣
地
仰
を
主
要
日
的
と
す
る
。
」
と
考

彼
の
以
後
千
ュ

1
ネ
ン
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ル
ツ
、
ゴ
ル
ツ
、

ー
レ
ポ

1
等
優
秀
な
る
山
明
者
が
抽
出
十
附
し
た
。
他
方
、
十
九
世
紀

初
頭
、
既
に
官
房
山
守
派
た
る
ヤ
コ
プ
、
ゾ

l
デ
ン
後
に
は
ロ
ヅ

ツ

ラ
ウ
等
に
よ
っ
て
「
農
業
政
策
L

が
樹
立
さ
れ
、
歴
史
事
沃

ド
レ
ツ
シ
+
ア
の
{
農
業
部
桝
愚
と
農
村
祉
合
同
申
」

ここ

の
強
き
影
響
の
下
に
、

ロ
ッ
シ
ャ

l
、
プ
ウ
ヘ
ン
ベ
ル
ガ
l
等

を
経
て
、

ゼ
I
リ
ン
グ
に
務
展
し
た
。

農
薬
政
策

マ
ヅ
ク
ス
、

的
研
究
は
農
恭
及
び
農
業
組
織
を
成
く
歴
史
的
恭
礎
に
恭
い
て

た
す
を
判
徴
と
し
、

更
に
農
業
の
枇
合
的
側
面
(
勢
働
者
、
農
民

の
問
題
等
)
を
も
考
察
す
る
が
、

か
L

る
理
論
的
研
究
も
同
四
日
夜
の

政
策
の
某
午
樹
立
の
筋
に
の
み
友
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ

‘
、
で
は
政
治
が
挺
先
す
る
。
「
法
主
政
策
一
と
そ
農
法
経
営
製
よ

H
遂
に
優
位
を
占
め
、

務
泡
に
於
け
あ
本
質
的
問
題
を
な
す
。

.，・・.
圃，-町

雨
闘
に
山
引
け
る
斯
く
も
呉
れ
る
康
的
琵
肢
は
、

然
し
乍
ら
、

杭
品
目
利
問
中
#
刊
の
怒
意
や
特
性
の
差
異
よ
り
も
、
他
の
枇
合
的
、

地
訓
判
的
諮
附
係
及
び
哲
郎
平
的
体
統
の
莞
具
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ

る
。
米
国
に
於
て
は
成
大
在
る
土
地
及
び
無
限
の
官
源
が
杭
合

的
岡
山
氾
を
緩
和
す
る
安
全
神
の
作
刑
を
な
し
、
最
初
の
田
畑
氏
時

代
を
除
け
ば
個
人
的
不
白
山
も
、
何
等
か
の
土
地
、
生
産
地
若

全
た
異
れ
る
職
業
闘
将
問

企
業
家
精
'

〈
ば
股
傭
閥
係
へ
の
拘
束
も
た
く
、

の
利
害
の
衝
突
も
な
か
っ
た
。

而
し
て
白
然
の
官
、

一
利
世
に
庚
大
な
る
市
場
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
一
世
代
の
聞
に

第
凶
十
九
巻

王五

七

第

競

一



ド
レ
ツ
シ
ヤ
ア
の
「
医
薬
師
附
拙
刑
事
と
農
村
枇
曾
畢
」

驚
く
べ
き
従
前
的
奇
蹟
を
例
越
し
た
。
か
く
て
古
典
出
平
日
放
の
利

己
心
が
指
導
駅
却
と
し
て
取
入
れ
ら
れ
、
何
等
政
策
の
必
裂
を

見
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
山
間
ほ
土
地
の
成
大
は
、
同
府
川
、
多
量

の
材
料
の
蒐
集
佐
可
能
な
ら
し
め
、
他
而
枇
命
日
的
問
一
位
と
相

伐
っ
て
、
統
計
的
研
究
方
訟
を
市
一
一
似
せ
し
め
る
に
石
川
っ
た
。
之

に
反
し
舵
逸
に
叫
に
ご
崎
和
的
川
政
民
性
U
術
劇
1

こ
山
刊
川
川
川

-h
の

快
乏
と
に
よ
り
粧
品
川
部
国
へ
の
閣
(
私
的
千
沙
を
必
然
た
ら
し
め

た
。
次
に
f
m
n
感
的
体
統
に
つ
い
て
考
ふ
る
に
、

ア
メ
リ
カ
人
は

天
性
、

賞
在
術
的
・
合
川
的
資
げ
を
布
し
、

粧
品
川
事
に
於
け
る

苛
接
的
思
想
を
蔑
脱
す
る
。
印
ち
自
然
利
率
的
方
法
の
み
を
純

粋
利
率
の
M
知
識
と
し
、

特
糾
利
率
hq-
似
叫
し
、

別
念
を
宗
教
的

晴
好
と
見
倣
す
。

問
問
逸
に
於
て
は
似
一
統
、

政
治
等
の
概
念
品
的

州
問
也
M
A

ぴ
測
定
し
仰
げ
ざ
る
諸
要
素
の
経
済
事
象
に
及
す
作
川
を

か
く
し
て
研
究
羽
象
の
呉
れ
る
把
握
よ
り
し
て
、

必
然
的
に
具
れ
る
方
法
的
庇
世
が
生
や
る
。

重
刷
す
る
。

ソヨ{ミ
ン 凶
に製
よ 羽丘
て;; ~J 

て方
主主法
q-} Jfiu 
さ白甘
7.1.， ;J;し
た礎
。イ4

彼け
t;士 l立
;f"l 
J事英
σコA
概カ
乏:
を yレ

)'i， 
~~-~'，ピ

自ョ I~ア

第
凶
十
九
巻

第

競

五
二
八

同
然
利
山
周
年
的
立
相
切
に
限
定
す
る
。

被
は
原
凶
、

結
果
で
な
く
、

胤
係
や
連
続
を
語
り
、

岡
県
法
則
を
修
正
し
蓋
然
性
の
程
度
測

定
を
問
題
と
す
る
。

此
の
方
法
は
、

事
賓
の
分
類
、

闘
係
と
腕

結
と
の
諮
問
、
普
遍
受
首
的
危
る
法
則
の
定
志

(
勿
論
蓋
然
性
に

於
け
る
)
で
あ
る

M

「
綿
ゆ
る
利
息
の
共
通
性
は
共
の

彼
は
一
一
品
ふ

十
心
法
に
の
み
訂
し
、

判
決
に
は
存
し
な
い

L
百

十
W
3
J
十
日
ト

K
4川

《

』

dG;-YTH

内
一
一
℃
ヘ
川
ペ
ド
ト
判
長
氏
ハ
ノ
l
J
l
f
ら
5
0
品

川

叫

て

F
つ
設
裂
勺

ド
ド

J
1
H
7

、
/
h
d
・-
G
4
t
V
6
4

』
J

ノ

1
1
J
E
-
H

同
然
利
事
的
研
究
方
法
及
び
目
的
の
枇
合
的
粍
術
的
事
象
へ
の

平
入
に
は
判
別
の
誇
明
を
要
す
る
舎
で
あ
る
。

さ
て
米
凶
暴
一
次
の
研
究
方
法
は
具
惜
的
に
は
左
の
五
に
八
A
た

れ
る
。

(3) (2) (1) 

顛
推
方
漆

(
E
E
c
m同
)

事
例
研
究
方
法
公
正
孟
己
E
E
R
K
-
)

賓
懸
的
方
海
(
R
M
t
Z
E
E
-
)

山
内
簡
略
統
計
的
方
浪
2
2
『ミ
E
己

E
P
E
t
s
-
冨
E
F
O
L
)

向
続
計
的
方
洛
(
出
E
P
E
E
-
p
p
m
-
5
3

統
計
的
方
法
が
純
粋
利
息
に
最
も
近
い
方
法
と
し
て
最
貫
要
脱

さ
れ
る
。
そ
れ
は
大
黄
現
象
の
繋
洲
、
蒐
集
、
分
析
及
び
方
式

的
・
数
的
表
現
に
存
し
、
適
用
の
前
提
と
し
て
は
同
一
左
る
或



は
類
似
的
た
る
事
例
の
充
分
多
数
に
存
ず
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
。
と
の
途
行
に
は
救
洲
統
計
撃
を
用
ひ
、
申
丸
川
棚
目
的
は
経
済

生
荷
の
安
定
化
に
あ
る
。
他
の
諸
方
法
は
斯
く
の
如
き
高
き
目

的
を
合
ま
や
、
現
象
の
波
活
、
八
刀
州
州
、
認
識
に
役
立
つ
。
筒
時

統
計
的
方
法
は
樹
祭
事
例
の
少
数
な
る
場
合
に
川
ひ
ら
れ
、
此

の
方
法
の
湖
立
性
は
滞
弱
で
る
る
。
資
験
的
方
法
は
研
究
さ
る

ぺ
き
要
素
以
外
の
絶
て
の
要
素
が
不
縫
で
あ
る
と
の
前
提
の
下

に
於
て
の
み
統
計
的
方
法
に
火
ぐ
縦
貫
な
方
法
で
あ
る
。
こ
の

前
憶
は
枇
命
川
利
岐
に
川
氏
て
ほ
恋
さ
れ
焼
く
、
従
っ
て
こ
の
方
法

の
悦
怖
は
、
大
郊
の
現
後
泊
料
に
つ
い
て
同
一
紡
川
市
を
示
す
と

と
が
詑
明
さ
れ
な
い
限
り
M
M
め
て
小
で
あ
る
。
技
術
的
農
業
経

済
的
問
題
の
領
域
に
於
て
は
賓
験
的
方
法
は
特
に
埴
首
で
あ

る
。
事
例
研
究
方
法
は
統
計
的
方
法
と
結
合
す
れ
ば
極
め
て
有

力
と
友
る
。
併
し
個
々
の
事
例
が
問
題
と
す
る
事
象
の
代
表
的

の
も
の
で
あ
る
と
の
要
請
は
常
に
必
十
し
も
満
た
さ
れ
左
い
。

此
所
に
と
の
方
法
の
利
用
限
界
が
あ
る
。
最
後
に
類
推
方
法
は

半
ろ
哲
準
、
心
迎
醐
晶
子
及
び
歴
史
の
方
法
に
属
し
、
米
図
説
十
汲
は

之
を
蔑
脱
し
た
が
、
演
鐸
方
法
と
結
合
し
一
方
法
た
り
う
る
。

謂
は
ば
一
の
比
較
術
で
あ
る
が
、
本
質
的
に
は
形
而
上
率
的
性

絡
を
有
す
る
こ
去
を
根
本
的
友
快
陥
と
す
る
。
次
に
著
者
は
歴

ド
レ
ツ
シ
ヤ
ア
の
「
農
業
純
済
事
と
農
村
吐
命
日
間
帯
」

史
的
方
法
及
ぴ
地
肌
的
方
法
の
二
方
法
を
附
加
す
る
。

相
判
逸
に
於
て
は
方
法
諭
は
極
め
て
章
一
要
友
一
一
則
論
で
あ
る
。

著
者
が
此
所
で
問
題
と
す
る
底
の
も
の
は
、
法
則
利
勝
?
の
研
究

方
法
を
精
神
的
・
粧
品
川
的
・
イ
杭
合
的
生
前
に
移
し
う
る
か
否
か

と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
先
づ
法
則
定
立
的
利
早
川
引
金
く
自
然
科

出
向
干
と
同
一
蹴
さ
れ
ざ
る
こ
冒
と
を
強
制
す
る
。
総
同
山
学
に
於
て
は

特
別
の
擬
制
、
即
ち
孤
立
化
さ
れ
一
般
化
さ
れ
た
抽
象
を
前
提

し
、
そ
れ
よ
り
結
論
を
前
線
す
る
。
併
し
経
験
的
現
質
上
り
の

遊
離
は
、
か
く
て
件
ら
れ
た
法
則
の
普
遍
安
門
品
性
七
制
限
す
る
。

絞
作
法
則
は
日
然
川
山
情
的
法
川
よ
り
附
加
さ
れ
、
一
の

一
年
一
訂

-
f
I
 

律
」
と
な
る
。
自
然
認
識
と
は
異
り
、
人
間
生
前
の
枇
合
的
領

域
に
於
て
は
、
人
間
の
意
志
が
働
き
、
従
っ
て
人
間
の
絞
品
川
生

活
は
囚
川
市
的
に
決
定
さ
れ
た
紡
県
又
は
一
の
自
然
嬰
栄
と
し
て

は
把
握
さ
れ
ぬ
。
山
間
段
数
皐
的
研
究
方
法
の
援
別
に
謝
し
で
も

擬
制
の
限
界
は
安
常
す
る
。
さ
て
我
々
が
枇
曾
利
事
に
於
て
恭

礎
付
け
ん
と
す
る
法
則
性
は
絶
て
明
に
擬
制
の
悦
絡
を
有
し
、

所
前
淡
偵
他
性
も
方
法
論
の
領
域
に
限
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

併
し
誌
に
章
一
一
央
友
る
こ
と
は
、
可
説
的
た
現
象
の
背
後
に
存
す

る
同
町
現
を
「
別
解
」
せ
ね
ば
左
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
此
の
こ
と
は

獅
逸
の
農
来
政
策
に
特
に
重
要
で
あ
る
。
査
し
純
梓
絞
神
的
契

第
凶
十
九
巻

五
二
九

第

競
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r
レ
ツ
シ
ヤ
ア
の
「
農
業
紹
梼
墜
と
農
村
枇
曾
単
」

機
や
数
量
化
し
う
る
現
象
と
共
に
、
法
律
・
農
民
心
叫
摩
・
世
界

視
・
政
策
・
等
を
も
問
題
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
著
者

は
利
息
一
ゐ
課
題
が
皐
に
擬
制
的
絞
漣
に
終
る
べ
き
で
な
ぐ
現
賞

科
山
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主
三
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r
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た
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を
叶
十
一
部
す
る
t

抗
し
て
昨
日
一
向
日
川
ぴ
政
策
的
泌
化
に
怪
せ
ざ
る
た

め
に
、

中

」

一

J

「J
戸
山
ぐ
七
円

rr一
1
ノ
F
1
'
J

。

F
r
u
n
Z
E
E
-
c
-
Q
』
b

・3ι

nuap〉
仁
川
川
ム
引
に
司

J
u
r
七

此

〉

主
1

一
ー
さ
:

息
サ
み
引
孟
山
口
晶
4
古
川

σuTw地
笠

円
品
性
を
永
遠
な
る
法
則
と
せ
ざ
る
事
、
附
山
値
判
断
の
構
成
を
認

識
批
判
的
に
行
ふ
事
こ
れ
で
あ
る
。
農
業
経
怖
は
平
に
悟
性
や

研
究
に
よ
り
で
は
把
握
さ
れ
ぬ
。
之
と
得
接
な
闘
係
を
有
す
る

他
の
諸
領
域
の
理
解
を
必
援
と
す
る
。

四

最
後
に
農
栄
絞
消
息
干
の
研
党
問
題
が
諭
ぜ
ら
れ
る
。
著
者
は

之
を
十
九
刷
版
吠
の
如
〈
分
類
す
る
。

(1) 

農
業
復
管
畢
。
こ
れ
は
農
業
政
策
の
規
準
止
な
P
理
論
的
に
も
程

管
事
的
認
識
よ
り
出
設
す
べ
き
で
あ
る
が
、
一
般
経
済
壊
の
一
部

門
た
る
農
業
艇
梼
事
に
取
っ
て
重
要
な
る
問
題
を
取
扱
ふ
。
生
産

地
域
、
販
賀
地
域
の
分
割
、
世
界
的
闘
関
的
競
争
、
生
産
費
、
経
管

規
模
、
経
管
集
約
度
問
題
、
小
作
制
等
の
諸
問
題
が
考
究
さ
れ
る
。

農
産
物
販
膏
論
。
こ
ム
で
は
市
場
構
遣
、
市
場
地
域
、
農
産
物
市

(2) 

第
四
十
九
巻

五

O 

第

披

四

)
 

、，，(
 

費
を
支
配
す
る
諾
要
素
の
倒
究
が
な
さ
れ
る
o

農
業
協
同
組
合
。
共
同
枇
舎
の
思
恕
に
某
幸
、
敬
育
的
職
能
的

(VTWEE-F)内
特
を
有
す
。
生
産
統
制
・
販
貰
統
制
・
巾
小
金
融
等

が
重
嬰
で
あ
る
。

(4) 

農
産
物
情
格
研
究
。
需
給
の
分
析
、
偵
格
の
影
響
、
農
業
循
環
、

牧
袋
、
情
値
前
世
取
扱
ふ
。

提
唱
市
明
治
融
組
織
。
内
比
業

υ
資
本
子
敦
化
に
伴
ふ
農
業
と
工
業
』
の

針
立
、
資
本
の
農
業
へ
の
影
響
及
び
農
業
に
於
け
る
資
本
開
濯
を

中
心
問
題
止
す
る
。

農
業
制
度
L
E
農
業
史
。
両
者
の
相
互
依
存
関
係
の
究
明
が
重
要
で

る
る
。
何
ほ
農
業
地
理
替
は
除
外
さ
れ
る
。

土
地
鰹
澗
畢
。
土
地
私
有
権
問
題
、
賀
時
的
に
は
土
地
利
用
の
艇

部
政
策
的
標
敢
確
立
、
小
作
問
題
、
移
民
政
策
を
も
問
題
と
し
自

然
科
臥
?
と
も
結
合
す
る
。

農
業
政
策
。
最
近
米
凶
に
於
て
も
漸
〈
問
題
、
と
な
目
、
他
の
純
情
山

政
策
と
共
に
農
業
料
桝
的
計
書
と
し
て
樹
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
。

(;) (s) (7) (8) 
以
上
私
は
著
者
の
論
述
を
辿
っ
て
彼
の
意
刷
せ
る
農
業
経
済

撃
の
諸
問
題
立
に
研
究
方
訟
を
考
察
し
た
。
被
の
猫
米
附
間
宇
一
次

を
綜
合
せ
ん
と
す
る
企
附
は
充
分
精
練
さ
れ
な
い
憾
が
あ
り
、

且
つ
論
旨
の
充
分
展
開
さ
れ
た
い
部
門
(
特
に
方
法
論
)
も
残
。

て
は
ゐ
る
が
、
占
へ
慌
に
於
て
成
功
し
、
極
め
て
有
意
義
左
勢
作

と
言
ひ
う
る
で
あ
ら
う
。




